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第1章 計画の策定にあたって

1 計画の趣旨・目的

近年、スマートフォンの急速な普及やＩｏＴの低廉化・小型軽

量化と併せ、ネットワークインフラの高速化・大容量化に伴い

データ流通量が飛躍的に増大し、こうしたビッグデータを解析す

るＡＩ等の革新技術が急速に進展しています。

今後、行政運営をはじめ、産業振興や地域づくりなど、様々な

分野において、こうした技術が広く浸透し、市民生活や経済活動

を支える社会的基盤として、個人のワークライフバランスや企業

のビジネスモデルなど、市民生活のあらゆる場面で、これまで以

上の変革をもたらすものと考えられます。

一方で、近年の人口減少に伴い、本市でも、年少人口及び生産

宇部市デジタル市役所推進基本計画

▶革新技術の進展と人口減少社会への対応

年齢人口の割合は、年々減少傾向にあり、今後、職員数や税収入

など、経営資源の制約が見込まれる中、安定的・持続的に質の高

い行政サービスを提供していく体制の構築は、重要な課題となっ

ています。
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こうした中、国においては、情報社会(Society 4.0)に続く、超

スマート社会「Society5.0」を目指すべき未来社会として提唱し、

この社会にふさわしい行政サービスを国民一人ひとりが享受でき

るよう、ＡＩ等の革新技術を徹底的に活用した行政サービス改革

を推進しています。

このような状況を踏まえ、本市では、庁舎の建て替えを契機に、

行政の様々な分野にＡＩ等の革新技術を活用し、効果的・効率的

な行政サービスを提供する市役所(デジタル市役所)を構築するこ

ととし、その取組を年次的・総合的に推進するため、本計画を策

定するものです。

この取組により、今後は、定型的な事務作業はＡＩ等に任せ、

職員は職員でなければできない業務に特化することで、業務生産

性の向上と市民サービスの向上を図るとともに、働き方改革にも

第1章 計画の策定にあたって

▶デジタル市役所の構築、そして、その先の未来へ
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４

性の向上と市民サービスの向上を図るとともに、働き方改革にも

つなげていきます。

さらに、デジタル市役所を起点に、地域や民間企業にも革新技

術の活用を促進し、地域課題の自発的解消や官民のサービス水準

の向上など、持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)にも資する「Society

5.0」時代にふさわしいスマート自治体を目指します。



2 計画の位置付け

本計画は、政府方針や本市の「官民データ活用推進計画」「本

庁舎建設基本計画」等を踏まえ、デジタル市役所の構築に向けた

基本的な方向性を示す基本計画として位置付けます。

なお、具体的な施策の取組については、アクションプランで示

します。

図 １-１ 本計画の位置付け

宇部市デジタル市役所推進基本計画
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官⺠データ活⽤推進基本法 (2016年12月)

宇部市本庁舎建設基本構想
（2015年3月）

５つのテーマ

第四次宇部市総合計画 後期実⾏計画
（２０１８年６月）

官⺠データ活⽤の推進に関する施策を総合的かつ効果的に推進し、国⺠
が安全で安心して暮らせる社会及び快適な⽣活環境の実現に寄与する

世界最先端デジタル国家創造宣言
・官⺠データ活⽤推進基本計画

全ての国⺠がＩＴ利活⽤やデータ利活⽤を意識せず、そ
の便益を享受し、真に豊かさを実感できる社会である
「官⺠データ利活⽤社会」〜データがヒトを豊かにする
社会〜 のモデルを世界に先駆けて構築する。

① 産業⼒強化・イノベーション創出のまち
② ⽣きる⼒を育み、⼦どもの未来が輝くまち
③ 健康⻑寿のまち
④ 共に創る魅⼒・にぎわいあふれるまち
⑤ 安心・安全で、快適に暮らせるまち

つながって みんなでつく

５

デジタル市役所推進基本計画

宇部市官⺠データ活⽤推進計画
（2018年9月）

法
整
備

宇部市新庁舎建設基本設計
（2018年3月）

「

５つの柱

宇部市本庁舎建設基本計画
（2016年8月）

「地域活⼒あふれるスマート自治体に向けて」
デジタル市役所推進計画アクションプラン

（具体的な各年度のアクションプランは別途示します。）

社会〜 のモデルを世界に先駆けて構築する。

デジタル・ガバメント推進方針
（2018年7月20日 改訂）

・利⽤者中心の⾏政サービス改⾰
・官⺠協働を実現するプラットフォーム
・価値を⽣み出すＩＴガバナンス

デジタル・ガバメント実⾏計画
（2018年7月20日 改訂）

⾏政サービスの１００％デジタル化
＜デジタル化３原則＞

- デジタルファースト/ワンスオンリー/コネクテッド・ワンストップ

デジタル手続法
※2019年通常国会法案審議予定

・オンライン原則の徹底
・添付書類の撤廃
・ワンストップ化の推進

つながって みんなでつく
る 無駄がなく 美しい 市⺠
自治の拠点

無駄がなく時代の変化に
対応しながら快適で安全に
使い続けられる場であること

「環境にやさしい」
「安心・安全」
「市⺠に親しまれる」
「機能的・効率的」

な近未来型ICT庁舎

１．オンライン化原則
２．オープンデータの推進
３．マイナンバーカードの

普及・活⽤
４．デジタルデバイド対策等
５．標準化、デジタル化、

システム改⾰、ＢＰＲ



3 計画期間

本計画は、国の各種計画との整合性を図り、２０１９年度から

２０２２年度までの４か年を対象とします。

なお、施策の成果やＩＣＴをめぐる技術革新の動向、国の方針

等を踏まえ、必要に応じて計画の見直しを図ります。

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

世界最先端デジタル国家創造宣⾔・官⺠データ活⽤推進基本計画

官⺠データ活⽤推進基本法

デジタル・ガバメント推進方針／実⾏計画

図 １-２ 計画期間

●本庁舎建設基本計画
基本設計 実施設計

新庁舎移転

第1章 計画の策定にあたって

国
の
施
策

宇部市デジタル市役所推進基本計画

（年度）

世界最先端デジタル国家創造宣⾔・官⺠データ活⽤推進基本計画

６

宇部市デジタル市役所推進基本計画

基本設計 実施設計 建設工事

宇部市官⺠データ活⽤推進計画

第四次宇部市総合計画 後期実⾏計画

計画期間：4年間（2019〜2022年度）

宇
部
市
の
施
策



第２章 ICTをめぐる社会動向

スマートフォンの世帯保有率は、２０１０年の９.７％に対し、
２０１７年は７５.１％と急激に増加しています。

また、タブレット端末についても、２０１０年の７.２％に対し、
２０１７年は３６.４％と増加傾向にあり、モバイル端末全般では、
９４.８％に達しています。（図 ２-１）

インターネット利用端末は、スマートフォンからの利用が５９.７％
と最も高く、パソコンからの利用を上回っています。（図 ２-２）

年齢階層別のインターネット利用率は、１３〜４９歳の各階層
で９０％を超えています。

また、６０歳以上からは下落傾向にあるものの、６０代では７０％
近い利用率となっています。（図 ２-３）

社会的背景１

図 ２-１ 情報通信機器の世帯保有率の推移

宇部市デジタル市役所推進基本計画
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図 ２-２ インターネット利⽤端末の種類

第２章 ICTをめぐる社会動向

宇部市デジタル市役所推進基本計画

８

図 ２-３ 年齢階層別インターネット利⽤率



国においては、２００１年にＩＴ基本法(高度情報通信ネット

ワーク社会形成基本法)を制定するとともに、ＩＴ戦略本部(高度

情報通信ネットワーク社会推進戦略本部)を設置し、「e-Japan戦

略」に基づくＩＴ基盤の整備を開始しました。

その後、「e-Japan 戦略Ⅱ」をはじめとする戦略の見直しを

行いながら、ＩＴの利活用にその重点を移しつつ、世界最先端

のＩＴ国家構築を目指して、各種政策を推進してきました。

このような中、内閣府は、２０１６年１月、サイバー空間(仮想

空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムに

より、地域、年齢、性別、言語等による格差なく、多様なニーズ

や潜在的なニーズにきめ細かに対応したモノやサービスを提供す

ることで、経済的発展と社会的課題の解決を両立し、人々が快適

で活力に満ちた質の高い生活を送ることのできる人間中心の社会

「Society 5.0」を提唱しました。

国の動向2

宇部市デジタル市役所推進基本計画

第２章 ICTをめぐる社会動向

「Society 5.0」は、ＡＩ等の革新技術をあらゆる産業や

社会生活に取り入れ、必要なモノ・サービスを、必要な人

に、必要な時に、必要なだけ提供することにより、経済的

発展と様々な社会的課題を解決する超スマート社会として、

「第５期科学技術基本計画」の中で示されました。

国においては、「Society 5.0」時代にふさわしい行政

サービスを国民一人ひとりが享受できるよう、非効率なシ

ステム化や書面による申請など、申請者の手間のみならず、

行政のバックオフィス作業を含めて生じる官民の生産性低

下の原因を解消し、その結果生み出された時間・労力を国

民生活の質的向上のためのサービス提供や政策検討に振り

向けるべく、ＩＴを活用した社会システムの抜本改革を推

進しています。

▶Society 5.0 の実現

９



図 ２-４ Society 5.0 の概要

第２章 ICTをめぐる社会動向

これまでの社会
必要な知識や情報が共有されず、
新たな価値の創出が困難

×
×

ＩｏＴで全ての⼈とモノがつなが
り、様々な知識や情報が共有さ
れ、新たな価値がうまれる社会

Society 5.0

これまでの社会

情報があふれ、必要な情報を⾒つけ、
分析する作業に困難や負担が⽣じる

ＡＩにより、多くの情報を分析
するなどの面倒な作業から解放
される社会

これまでの社会
少⼦高齢化や地方の過疎化などの
課題に十分に対応することが困難

これまでの社会

⼈が⾏う作業が多く、その能⼒に限界
があり、高齢者や障害者には⾏動に制
約がある

少⼦高齢化、地方の過疎化など
の課題をイノベーションにより
克服する社会

ロボットや自動運転⾞などの⽀
援により、⼈の可能性が広がる
社会

ーーー
ーーー ーーー

ーーー

ーーー
ーーー

ーーー
ーーー

ーーー
ーーー

ーーー
ーーー ーーー

ーーー

ーーー
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２０１６年１２月に、官民のデータ活用のための環境を

総合的かつ効果的に整備することを目的に、公布・施行さ

れました。

本基本法において、データの適正かつ効果的な活用の推

進に関し、基本理念を定め、行政手続や民間取引のオンラ

イン化等を目指すとしています。

▶官⺠データ活⽤推進基本法

図 ２-５ 官⺠データ活⽤推進基本法の概要
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１０条 手続における情報通信の技術の利⽤

１１条 国及び地方公共団体等が保有する
官⺠データの容易な利⽤

１２条 個人の関与の下での多様な主体による
官⺠データの厳正な使⽤

１３条 マイナンバーカードの普及・活⽤

１４条 利⽤の機会等の格差の是正
１５条
１項

情報システムに係わる規格の整備、
互換性の確保、業務の⾒直し

１５条
２項

官⺠の情報システムの連携を図るための
基盤の整備

１９条 国の施策と地方公共団体の施策との
整合性の確保



官民データ活用推進基本法に基づき、官民データ活用の

推進に関する基本的な計画として策定されました。

※ 2017年5月に閣議決定された「世界最先端ＩＴ国家創造宣言・官

民データ活用推進基本計画」を、2018年6月に「世界最先端デジタ

ル国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」に名称変更。

本計画において、全ての国民がＩＴ利活用やデータ利活

用を意識せず、その便益を享受し、真に豊かさを実感でき

る社会である「官民データ利活用社会」～データがヒトを

豊かにする社会～ のモデルを世界に先駆けて構築すると

しています。

▶世界最先端デジタル国家創造宣言・官⺠データ活⽤推進基本計画

図 ２-６ 世界最先端デジタル国家創造宣言・官⺠データ活⽤推進基本計画の概要

宇部市デジタル市役所推進基本計画

第２章 ICTをめぐる社会動向

基本的な考え方

11

国⺠が安⼼して暮らせ、豊かさを実感できる社会の実現
〜「世界最先端デジタル国家」の創造へ 〜

デジタル技術を徹底的に活⽤した⾏政サービス改革の断⾏
▶⾏政サービスの１００％デジタル化（デジタルファースト法案（仮称）の策定等）
▶⾏政保有データの１００％オープン化
▶デジタル改⾰の基盤整備

地方のデジタル改革
▶地方公共団体におけるクラウド導入促進
▶オープンデータの推進

⺠間部⾨のデジタル改革
▶官⺠協働による手続きコスト削減

世界を先導する分野連携型「デジタル改革プロジェクト」
▶データヘルス×マイナポータルの連動
▶データ駆動型のスマート農水産業の推進
▶自動運転による新しい移動サービスの実現

※⾏政関連のみを抽出

基本的な考え方

重点施策



特に、デジタル宣言・官民データ計画の重点分野の一つ

である電子行政分野における取組については「デジタル・

ガバメント推進方針」(2017年5月30日高度情報通信ネット

ワーク社会推進戦略本部・官民データ活用推進戦略会議決

定)を示し、国民・事業者の利便性向上に重点を置き、行

政の在り方そのものをデジタル前提で見直すデジタル・ガ

バメントの実現を目指すとしています。

また、本方針に基づき、２０１８年１月には「デジタ

ル・ガバメント実行計画」(2018年7月改訂)を策定し、先

端技術の導入により、一人ひとりのニーズに合った形で社

会的課題を解決する「Society 5.0」の実現に資するとと

もに、安心・安全かつ公平・公正で豊かな社会の実現を目

指すとしています。

▶デジタル・ガバメント推進方針／デジタル・ガバメント実⾏計画

図 ２-７ デジタル・ガバメント推進方針／実⾏計画の概要

第２章 ICTをめぐる社会動向

デジタル・ガバメント推進方針 デジタル・ガバメント実⾏計画

宇部市デジタル市役所推進基本計画

図 ２-８ 必要となる⾏政の取組

12

デジタル技術を徹底活⽤した利⽤者中⼼の
⾏政サービス改革

－ サービスデザイン思考に基づく業務改⾰(ＢＰＲ)の推進

－ デジタル技術に対応した情報提供のあり方の⾒直し

官⺠協働を実現するプラットフォーム
－ データ流通を促進する環境の整備
－ 官⺠データ活⽤のためのインタフェースの整備
－ プラットフォームの共⽤化と⺠間サービスの活⽤

価値を生み出すＩＴガバナンス
－ サービス改⾰に対応した推進体制の整備
－ マネジメントの徹底と投資効果の最大化

デジタル・ガバメント推進方針

「デジタルファースト」、「ワンスオンリー」、
「コネクテッド・ワンストップ」の実現

デジタル・ガバメント実⾏計画
【⾏政サービスの１００％デジタル化】

■デジタルファースト
各種手続きのオンライン原則の徹底

■ワンスオンリー
⾏政手続きにおける添付書類の撤廃

■コネクテッド・ワンストップ
⺠間サービスとの連携も含めたワンストップ化を推進

【⾏政保有データの１００％オープン化】
■オープンデータ推進

・オープンデータ・バイ・デザイン
（⾏政保有データのオープンデータ化）の推進

・ニーズの把握と迅速な公開

【デジタル改革の基盤整備】
■⾏政データ標準の確⽴

・⾏政データ連携標準の策定
・語彙・コード・文字等の標準化

■法人デジタルプラットフォームの構築

＜利⽤者中⼼の⾏政サービス＞
・利⽤者にとって、⾏政サービスが「すぐ使えて」「簡単で」「便利」である。
・利⽤者にとって、⾏政のあらゆるサービスが最初から最後までデジタルで完結される。

＜⾏政サービス、⾏政データ連携の推進＞
・⾏政サービスや⾏政データの連携に関する各種標準やシステム基盤が整備されており、

⺠間サービス等と⾏政サービス及び⾏政データの連携がされている。
・⾏政サービス及び⾏政データが、設計段階から、他の機関や他のサービスとの連携を

意識して構築されている。

デジタル・ガバメント実⾏計画で目指す社会像実現のために必要となる電⼦⾏政の要素



こうした社会的背景や国の動向を踏まえ、本市では、情報セ

キュリティに配慮しつつ、これまで電子自治体の推進、オープン

データを活用したまちづくりに向けた取組を進めてきました。

なお、これらの取組については、本計画においても継続的に実

施及び拡充、見直し等を行っていきます。

宇部市のＩＣＴ施策の取組状況３

図 ２-９ 宇部市のこれまでの取組

宇部市デジタル市役所推進基本計画

第２章 ICTをめぐる社会動向

○⾏政手続・公共施設予約のオンライン化
○スマホアプリの配信(観光、⼦育て、防災など)
○マイナンバーカードの活⽤

(住⺠票等のコンビニ交付、⼦育てに係る手続のオンライン化）

＜電⼦⾃治体の推進＞
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○テレワークの導入(働き方改革)
○タブレット端末の活⽤
○⾃治体クラウドの推進
○ＲＰＡの推進（実証に向けた業務分析）

○オープンデータの拡充(４８データを公開)
○アプリコンテストの開催(アプリ開発数：２５)
○データ活⽤による政策アイデアソン(ＣＯＧ)の実施
○衛星データの活⽤（ＪＡＸＡ、山口大学との連携）

○ＩｏＴ地域実装のための総合的支援施策の活⽤・推進
○ＩＣＴを活⽤した次世代農業の推進

＜オープンデータを活⽤したまちづくり＞

＜官⺠データの活⽤＞

○情報セキュリティの強化

＜セキュリティの強靭化＞



▶宇部市本庁舎建設基本構想・基本計画・新庁舎建設基本設計

図 ２-１０ 宇部市官⺠データ活⽤推進計画の概要

▶宇部市官⺠データ活⽤推進計画

２０１８年９月に策定した本計画に基づき、市民サービ

スの拡充や経済の活性化をはじめ、急速な少子高齢化の進

行への対応など、本市が抱える社会的課題の解決につなげ

るため、官民データ活用に関する施策を、総合的・効果的

に推進することとしています。

第２章 ICTをめぐる社会動向

１. ⾏政業務の改善・課題解決
２. 市政の透明性の向上
３. 市⺠等のまちづくり参画の促進
４. 市⺠等の利便性の向上
５. 地域経済の活性化

１. オンライン化原則
２. オープンデータの推進
３. マイナンバーカードの普及・活⽤
４. デジタルデバイド対策等
５. 標準化、デジタル化、システム改⾰、ＢＰＲ

宇部市官⺠活⽤データ推進計画

５つの視点 ５つの柱

宇部市デジタル市役所推進基本計画

１９５８年に建設された宇部市役所(本庁舎)は、建設か

ら６１年が経過し、建物や設備の老朽化により、今後、維

持・修繕コストの増大が見込まれます。

また、災害発生時の対策拠点に必要な耐震性や浸水対策

が不足しているなど、建物の性能面や機能面においても多

くの課題を抱えており、このため、２０２１年度の完成を

目途に、庁舎建替に向けた準備を進めています。

図 ２-１１ 基本構想・基本計画・基本設計の概要
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明るく、市⺠が
利⽤しやすい庁舎
明るく、市⺠が

利⽤しやすい庁舎
機能的で事務効率が⾼く、

無駄の無い庁舎
機能的で事務効率が⾼く、

無駄の無い庁舎

市⺠の交流を生み、
市⺠の活動を支える庁舎

市⺠の交流を生み、
市⺠の活動を支える庁舎

市⺠の安⼼・安全を
支える庁舎

市⺠の安⼼・安全を
支える庁舎議会を身近に

感じる庁舎
議会を身近に
感じる庁舎

経済性に優れ、
環境に配慮した庁舎

経済性に優れ、
環境に配慮した庁舎

まちづくりの拠点
としての庁舎

まちづくりの拠点
としての庁舎 宇部市役所新庁舎

つながって、みんなでつくる
無駄が無く、美しい

市⺠自治の拠点

「環境にやさしい」「安⼼・安全」「市⺠に親しまれる」
「機能的・効率的」な近未来型ＩＣＴ庁舎

基本構想

基本設計

基本計画
◆“緑と花と彫刻のまち”宇部の美しさを感じ まちづくりを先導する場であること
◆市⺠交流・協働を⽀え、宇部市⺠みんなに愛され つくりあげられる場であること
◆無駄がなく、時代の変化に対応しながら快適で安全に使い続けられる場であること

◆“緑と花と彫刻のまち”宇部の美しさを感じ まちづくりを先導する場であること
◆市⺠交流・協働を⽀え、宇部市⺠みんなに愛され つくりあげられる場であること
◆無駄がなく、時代の変化に対応しながら快適で安全に使い続けられる場であること



本市は、２０１８年６月に内閣府からＳＤＧｓ(持続可

能な開発目標：Sustainable Development Goals)の達成に

向けた優れた取組を提案する「ＳＤＧｓ未来都市」の一つ

として選定されました。

「宇部市ＳＤＧｓ未来都市計画」において、ＩＣＴ・ＩｏＴ

などの新技術の活用・導入やＩＣＴ・ＩｏＴ活用による社

会的課題の解決をＫＰＩとして掲げており、ＳＤＧｓ達成

に向け、持続可能なまちづくりを実現するとともに、その

取組を世界へ発信していきます。

▶宇部市ＳＤＧｓ（持続可能開な開発目標）達成に向けた取組

図 ２-１２ ＳＤＧｓ概要

宇部市デジタル市役所推進基本計画

第２章 ICTをめぐる社会動向
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図 ３-１ 将来人口推計

第３章 宇部市の現状と課題

⼈⼝減少時代における安定的な⾏政運営１

本市の将来人口は、今後も減少傾向で推移し、年少人口と生産

年齢人口は年々減少し、老年人口も２０２０年をピークに減少に

転じることが予想されます。

今後、行政においても職員数の減少が見込まれる中、多様化す

る市民ニーズに対し、質の高い行政サービスの提供を維持してい

くことは、大きな課題となっています。
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宇部市デジタル市役所推進基本計画
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21,925 19,854 17,807 16,005 14,327 13,163

74,914

0

20,000

40,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 総数

出典：国勢調査結果（総務省統計局）※2010年の総数には
年齢不詳を含む

注記：2015年以降は、国立社会保障・人口問題研究所準拠推計

社会的情勢から⾒える現状と課題２

スマートフォンやタブレット等のモバイル端末が広く普及し、

若年層を中心に、こうした端末からのインターネット利用が増加

しています。

このため、今後、１０～２０年先を見据えたとき、行政サービ

スを提供していく上において、情報セキュリティとデジタルデバ

イドに配慮しつつ、モバイル端末からの利用を前提とした情報通

信環境の整備が課題となっています。

また、民間企業等における業務効率化やデータ活用を促進する

観点から、行政データの標準化を推進し、サービスおよびデータ

の連携基盤の整備が課題となっています。



宇部市デジタル市役所推進基本計画

急速に発展するＩＣＴを取り巻く環境において、ＩｏＴ・ＡＩ・

ロボット・ビッグデータなどの先端技術をあらゆる産業や社会生

活に取り入れ、市民や民間企業等のニーズにきめ細かく対応し、

経済発展と地域課題の解決を両立する新たな社会「Society 5.0」

にふさわしい自治体の実現は、本市にとっても重要なテーマです。

人口減少が進み、職員数の減少が見込まれる中、「Society

5.0」時代にふさわしい行政サービスを市民一人ひとりに提供して

いくには、行政運営においても、ＡＩ等の先端技術を積極的に活

用し、非効率な作業や書面による申請等により、申請者の手間の

みならず行政のバックオフィス業務を含めて生じる生産性低下の

要因を解消することが必要です。

このため、行政サービスの向上や業務効率化に対する職員から

の提案や要望等を集約し、市民ニーズに対応した業務改革推進に

あたっての課題抽出を目的に、提案要望調査(ＡＩ等を活用した業

現状の把握と調査の方向性３

第３章 宇部市の現状と課題
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図 ３-２ 調査の方向性

務改善提案)および現行業務の実態調査を実施しました。

提案要望調査
11

ＡＩ等を活⽤した業務改善に
関する提案・要望など

庁内
アンケート

実態調査
２２

内部管理業務や窓⼝関連業務に
関する業務数・処理件数など



第３章 宇部市の現状と課題

表 ３-３ 提案要望調査の集計結果

主な提案・要望 内 容 件数 

定型業務の省力化 

■定型業務の自動化 

■文書の保管・検索の効率化 

■議事録作成の自動化 

７５ 

窓口での待ち時間の短縮化 
■決裁(意思決定)事務の効率化 

■窓口案内の自動化 
７１ 

窓口での手続処理の簡素化 
■申請届出事務の自動化 

■受付・納付事務の電子化 
２３ 

庁内コミュニケーションの活性化 

■会議運営の効率化 

■フリーアドレス化 ２２ 

提案要望調査の結果、２１１件の回答があり、端末への入力作

業や議事録作成などの定型的な作業や窓口への案内業務の自動化、

申請から手数料納付まで手続の一貫した電子化、ペーパーレスに

よる会議運営の効率化などの提案・要望がありました。

宇部市デジタル市役所推進基本計画

提案要望調査・実態調査から⾒える現状と課題４

18

窓口での手続処理の簡素化 11％

庁内コミュニケーションの活性化 10％

問合せ対応業務の効率化 3％

その他 6％

窓口での待ち時間の短縮化 34％

定型業務の省力化 36％

庁内コミュニケーションの活性化 ■フリーアドレス化 

■庁内情報へのアクセス手段の多様化 

２２ 

問い合せ対応業務の効率化 
■問い合わせ応対の自動化 

■相談など予約対応の自動化 
７ 

その他 ■ワークスタイルの見直し １３ 

 合 計 ２１１ 

2018 年 11 月現在 



実態調査の結果、現行の総業務数は２,３７４業務、１３,５０２プ

ロセス、年間処理時間は１,０４９,１０３時間となっています。

特に、煩雑な事務処理、担当者のスキルを要する業務、パター

ン化され繰り返しがある業務、処理ミスの発生リスクがある業務

は処理時間が長く、人的負荷の要因となっています。

表 ３-４ 庁内の全業務数・プロセス数・年間処理時間

業務区分 業務数 プロセス数 年間処理時間 

煩雑な事務処理が多く、担当者のスキルを

要する業務 
785 4,930 374,598 

一定のパターン化が見られ規則性があり、

繰り返しがある業務または処理ミスの発生

リスクがある業務 
882 4,614 366,367 

繁閑の差が大きい業務 408 2,530 87,523 

庁内またはネットの情報を入手・選定する

ことで効率化される業務 
68 326 15,656 

その他（調整業務、企画立案業務など） 231 1,102 204,959 

宇部市デジタル市役所推進基本計画

第３章 宇部市の現状と課題
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合 計 2,374 13,502 1,049,103 

2018 年 11 月現在 

 

表 ３-５ ＡＩ等の活⽤により改善が⾒込まれる業務数・プロセス数・年間処理時間

業務区分 業務数 プロセス数 年間処理時間 

一定のパターン化が見られ規則性があり、

繰り返しがある業務または処理ミスの発生

リスクがある業務 
599 1,127 89,787 

煩雑な事務処理が多く、担当者のスキルを

要する業務 
559 1,290 72,732 

繁閑の差が大きい業務 254 603 28,165 

庁内またはネットの情報を入手・選定する

ことで効率化される業務 
47 89 2,160 

合 計 1,459 3,109 192,844 

2018 年 11 月現在 

 

業務分析の結果、上記のうちＡＩ等の活用により改善が見込ま

れる業務数およびプロセス数は１,４５９業務、３,１０９プロセ

スでした。

また、改善対象となる年間処理時間は１９２,８４４時間でした。



第３章 宇部市の現状と課題

宇部市デジタル市役所推進基本計画

提案要望調査とクロス集計した結果、定型作業や議事録作成等

に係るプロセスが約５万８千時間、審査事務や案内事務に係るプ

ロセスが約４万６千時間、会議運営や職員コミュニケーション等

に係るプロセスが約４万時間と多く、こうしたプロセスに係る年

間処理時間の削減が課題となっています。

プロセス区分 プロセス数 年間処理時間 

定型作業・文書管理・議事録作成 758 57,927 

審査事務・窓口案内 1,292 46,485 

会議運営・職員コミュニケーション・ 

ワークスタイル 
575 40,438 

申請届出等に係る受付事務・ 

手数料納付事務 
244 26,132 

庁内外からの問い合せ応対 240 21,862 

合 計 3,109 192,844 

2018 年 11 月現在  

表 ３-６ 改善対象プロセス・年間処理時間

20

種別 文書量(fm) 

一般文書(公文書) 6,028 

個人所有 374 

図面 269 

図書 228 

未使用帳票等 180 

その他（資料等） 765 

合 計 7,844 

2018 年 11 月現在 

表 ３-７ 紙⽂書量

2018 年 11 月現在  

 
本市では、これまでも文書電子化の取組を進めており、２０１５年

８月時点で１１,４６０ｆｍあった紙文書は、２０１８年１１月に

は７,８４４ｆｍまで削減されています。

今後、ＡＩやロボティクス等の活用やオープンデータの推進、

フロアスペースの有効活用、災害時における業務継続性を確保す

る観点からも、紙文書の電子化は課題となっています。

ｆｍ：ファイルメーター、 文章の量を表す単位 1fmはおよそ1万枚



宇部市デジタル市役所推進基本計画

１ 窓口関連業務の現状
自治体の窓口業務は、転入・転出・死亡など、主にライフイベ

ントに伴う手続が多いことから、本市の窓口業務のうち、ライフ

イベント手続の処理状況について調査しました。

ライフイベント手続は、転入で最大８０手続あり、年間処理件

数は、全体で２９９,７３０件となっています。

また、受付窓口も市民課を中心に多岐に渡っているため、市民

にとって、わかりにくさや長い待ち時間の要因となっています。

このため、利用者の動線に配慮した部署配置の見直しや手続の

集約化など、窓口形態の改革が課題となっています。

第３章 宇部市の現状と課題

表 ３-８ ライフイベント別の手続数
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表 ３-９ ライフイベント手続の年間処理件数

2018年4月現在

2018年4月現在
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図 ３-10 現庁舎におけるライフイベントに関わる対応窓口

第３章 宇部市の現状と課題

本庁舎１階

本庁舎３階 港町庁舎２階

本庁舎２階

対応窓口

宇部市デジタル市役所推進基本計画
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フロア案内については、電子掲示板やパンフレット等を活用し、

明確化を図っていますが、利用者の目的に応じた案内が十分でな

いため、わかりにくさや混雑の要因となっています。

このため、利用者目線に立った市民一人ひとりの目的に応じた

フロア案内が課題となっています。

図 ３-11 現庁舎の窓口



第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

基本理念１

宇部市デジタル市役所推進基本計画

ＡＩやロボティクス等の⾰新技術を活⽤し、⾏政コストの削減と業務
⽣産性の向上を図るとともに、様々な⾏政サービスが、いつでも・どこ
からでも・わかりやすく利⽤できる市役所を目指します。

また、地域や⺠間企業へのデジタル化を促進し、官⺠を問わずデータ
やサービスが有機的に連携していくことで、地域経済の活性化やＩＣＴ
⼈材の育成、健康⻑寿社会の実現など、社会的課題の解決につなげる拠
点となる市役所を目指します。

地域活⼒あふれるスマート⾃治体に向けて

本市が抱える様々な課題を解消し、「Society 5.0」時代にふさ

わしい自治体の実現に向け、本計画の基本理念を次のとおり定め

ます。

23

図 ４-１ 地域活⼒あふれるスマート⾃治体に向けて

点となる市役所を目指します。



計画の体系２

基本理念の達成に向け、「市民生活の利便性向上」「行政運営

の効率化」「地域課題の解決」「情報通信基盤の整備」の４つを

基本方針とします。

また、それぞれの基本方針について、取組の方向性(目標)を設

定し、各施策を年次的・総合的に進めていきます。

図 ４-２ 計画体系

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

地
域
活
力

基本理念 取組の方向性（目標）

「⾏かない、待たない、書かない」

市⺠⽣活の
利便性向上

１．申請届出・納付手続の電⼦化

２．⾏政手続オンライン化の推進

３．ワンストップサービスの推進

４．窓⼝案内の電⼦化

１．ＩＣＴ活⽤による業務の効率化

基本方針 SDGs

宇部市デジタル市役所推進基本計画
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地
域
活
力
あ
ふ
れ
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体

情報通信
基盤の整備

１．サービス連携の拡大

２．庁内ネットワークの最適化

「いつでも、どこでも、誰とでも」

⾏政運営の
効率化

５．業務の標準化・共通化

２．問い合わせ対応業務の効率化

３．コミュニケーションの活性化

４．デジタル・ワークスタイルの実現

６．意思決定の迅速化

地域課題の
解決

３．地域の⽣産性向上

１．オープンデータの活⽤推進

２．地域におけるＡＩ・ＲＰＡ等の⾰新的ビッグデータ処理技術の活⽤推進



宇部市デジタル市役所推進基本計画

取組の方向性(目標)と施策の概要３

市⺠生活の利便性向上基本方針１

利用者中心の行政サービス改革を徹底し、「市役所に行かなく

てもよい」「市役所で待たなくてもよい」「市役所で書かなくて

もよい」など、利用者の立場に立った行政サービスの実現を目指

します。

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

１ 申請届出・納付手続の電⼦化

利用者が窓口で長時間待つことがないよう、申請届出から手

数料納付まで手続の一貫した電子化(デジタルファースト)を推

進します。

２ ⾏政手続オンライン化の推進

▶取組の方向性（目標）
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デジタル手続法に基づき、行政手続の原則オンライン化を推

進します。

また、スマートフォン等のモバイル端末が広く普及している

ことから、申請届出をはじめ、手続に関する問い合わせ、相談

予約など、様々な行政手続がモバイル端末からできる環境の整

備を推進します。

３ ワンストップサービスの推進

４ 窓口案内の電⼦化

スピーディでわかりやすい窓口に向け、利用者の動線に配慮

した部署配置の見直しや関連した手続の集約など、窓口形態の

改革を推進します。

利用者が目的の窓口まで迷わずにスムーズに行けるよう、フ

ロア案内の明確化・自動化を推進します。



▶施策と実施スケジュール

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

STEP1STEP1

STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP2STEP2

STEP2STEP2

STEP3STEP3

STEP3STEP3STEP1STEP1

STEP1STEP1 STEP2STEP2 STEP3STEP3

STEP3STEP3

STEP3STEP3

STEP2STEP2

▲新庁舎

電⼦マネーの導入

電⼦サインの導入

市⺠向けスマホアプリの開発

総合窓⼝の設置

案内ロボットの導入

施策 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

４ヵ年計画

STEP1STEP1 実施設計 STEP2STEP2 部分導入(実証) STEP3STEP3 適⽤範囲拡大

▶実現イメージ

宇部市デジタル市役所推進基本計画
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転入

結婚 介護

ケアマネー
ジャ

出産・⼦育て

災害
AI基盤

宇部市総合ポータル
（多言語対応）

AIを活⽤した
２４時間問合対応ポータルサイトで

全ての⾏政窓口の
オンライン化

遠隔での
専⾨的相談

ニーズに合わせた
プッシュ案内通知

デジタル市役所

総合窓⼝

コンビニ交付

RPAによる
処理⾃動化

リアルタイムの
現場状況把握

コンビニ

・避難情報
・安否確認

申
請
届
出

相談対応

登
録

申
請
届
出

手続案内
各種検診案内 審査・認定



⾏政運営の効率化基本方針２

業務プロセス改革を継続的に進めるとともに、業務の自動化・

省力化につながるＡＩ・ＩＣＴの積極的な活用により、人的・財

政的負担の軽減を目指します。

また、業務のデジタル化により、ワークスタイルの流動性・可

動性を高め、働き方改革やオフィス改革につなげます。

１ ＩＣＴ活⽤による業務の効率化

２ 問い合わせ対応業務の効率化

作業精度の向上や所要時間の短縮、業務品質の向上を図るた

め、業務プロセスの在り方を継続的に検討し、定型業務の自動

化・省力化を推進します。

また、ＩｏＴにより集積したビッグデータを解析するＡＩ技

術が急速に進展していることから、今後、ビッグデータに基づ

く数値予測や将来ニーズの予測など、ＡＩの政策立案への活用

性について研究していきます。

▶取組の方向性（目標）

宇部市デジタル市役所推進基本計画

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策
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２ 問い合わせ対応業務の効率化

４ デジタル・ワークスタイルの実現

３ コミュニケーションの活性化

市民からの問い合わせや庁内各部局間における問い合わせ対

応業務の負担軽減を図るため、問い合わせ対応の自動化・省力

化を推進します。

職員間における情報共有の迅速化やコミュニケーションの活

性化に向け、職員の固定席を設けず、自由に移動できるオフィ

スにすることで、「いつでも」「どこでも」「誰とでも」働け

る環境の整備を推進します。

ワークスタイルの流動性・可動性を高め、職員の働き方改革

につなげるため、行政の内部事務をエンドツーエンドでデジタ

ルで完結できる環境の整備を推進します。

５ 業務の標準化・共通化

６ 意思決定の迅速化

住民情報系システムだけでなく、内部情報系システムについ

ても団体間比較を行いつつ、クラウド化を推進します。

時間と場所にとらわれず、いつでも・どこからでも決裁がで

きるよう、決裁事務の電子化を推進します。



宇部市デジタル市役所推進基本計画

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

▲新庁舎

ＡＩ・ＲＰＡの活⽤推進

ＦＡＱチャットボットの導入

コールセンターの設置

フリーアドレス化（Wi-Fiの拡充）

Ｗｅｂ会議(自動議事録の作成)、
ペーパーレス会議の活⽤推進

施策 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

４ヵ年計画

STEP1STEP1 実施設計 STEP2STEP2 部分導入(実証) STEP3STEP3 適⽤範囲拡大

電⼦ファイリングの導入

テレワーク環境の高度化

自治体クラウドの拡充

電⼦決裁の推進

STEP2STEP2 STEP3STEP3

STEP2STEP2 STEP3STEP3

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP2STEP2 STEP3STEP3

STEP2STEP2 STEP3STEP3

STEP1STEP1 STEP2STEP2 STEP3STEP3

▶施策と実施スケジュール
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⾃宅や勤務先

執務スペース

総合窓口 総合相談

AI(手続案内)

AI(相談記録)

電⼦申請(手続きオンライン化)

セルフ発⾏ 自動入⼒・マイナンバー活⽤

証明書発⾏ ライフイベント手続

遠隔(WEB)相談相談受付

入⼒・審査等事務処理

RPA

AI

相談対応事務処理

専門相談の事前
受付(予約)対応

遠隔対応

本庁以外の拠点 総合⽀所・市⺠センター など

遠隔(WEB)相談
手続・相談
ライフイベント手続証明書セルフ発⾏

相談の事前予約

デジタル市役所

遠隔(WEB)相談
手続・相談
ライフイベント手続

▶実現イメージ



宇部市デジタル市役所推進基本計画

地域課題の解決基本方針３

行政データを含むビッグデータやＡＩ等の革新技術の活用を地

域や民間企業においても促進し、地域の生産性向上を図るととも

に、医療・福祉など市民生活に密接に関わる地域課題の自発的解

消を目指します。

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

１ オープンデータの活⽤推進
「宇部市オープンデータの推進に関する運用方針」に基づき、

ＡＩ・ＲＰＡ活用による実証効果データなど、行政が保有する

各種データの原則オープン化を推進します。

２ 地域におけるＡＩ・ＲＰＡ等の
革新的ビッグデータ処理技術の活⽤推進

行政だけでなく、地域や民間企業においてもＡＩ等の活用を

促進するため、行政データと民間データを誰もが利用できる共

通プラットフォームの整備を推進します。

▶取組の方向性（目標）
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通プラットフォームの整備を推進します。

３ 地域の生産性向上
ビッグデータを解析するＡＩの技術進展が進む中、行政や民

間企業が保有するビッグデータの活用について研究を進め、地

域課題の自発的解消や地域経済の活性化につなげます。

ビッグデータの活⽤研究

オープンデータを活⽤する
官⺠共通プラットフォームの
構築

ＡＩ・ＲＰＡ実証データ、
⾏政保有データの
オープン化の推進

施策 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

STEP1STEP1 STEP2STEP2 STEP3STEP3

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP2STEP2 STEP3STEP3

４ヵ年計画

STEP1STEP1 実施設計 STEP2STEP2 部分導入(実証) STEP3STEP3 適⽤範囲拡大

▲新庁舎

▶施策と実施スケジュール



宇部市デジタル市役所推進基本計画

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

医療関係

関連団体

教育機関

宇部市

・研究データ
・教育情報

・施設情報
・⽣活情報
・接種記録

・活動報告
・ケアプラン

• NPO法⼈
• ボランティア
• 社会福祉法⼈

• 中央医療機関
• 地域診療所
• 薬局

• 教育委員会
• 学校法⼈
• 学習塾

• 保健福祉
• 介護認定
• 育児⽀援

宇部市

閉域網／
モバイル閉域網

・医療情報
・服薬情報
・予防接種

▶実現イメージ
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通信事業者

庁舎外申請

FAQ宇部アプリ

コンビニ決済

マルチ決済

モバイル閉域網

官⺠データ利⽤

IoTデータリモートアクセス

セキュア接続

テレワーク

官⺠連携
Wi-Fi環境整備

サイネージ

防災Wi-Fi観光Wi-Fi

タブレット活⽤

庁舎内NW整備

仮想PC

IoTデータRPA

Web会議

ペーパーレス

総合窓口

庁内Wi-Fi
来庁者 市⺠

観光Wi-Fi
観光地

医療機関
モバイル閉域網

公共設備
モバイル閉域網

ケア
マネージャー

避難所被災地
防災Wi-Fi

住⺠
(被災
者)

庁
舎

庁舎NW
職
員

庁内Wi-Fi

教育施設住⺠宅
集合住⺠宅 商店

コンビニ

⺠間企業

官⺠データ
連携

出先機
関

職員
庁舎NW

※NW ：ネットワーク



宇部市デジタル市役所推進基本計画

情報通信基盤の整備基本方針４

庁内で稼働するＡＩ・ＩＣＴを安定的に運用するため、最適化

された庁内ネットワークの構築を目指します。

また、構築にあたっては、民間サービスとの連携など、外部

ネットワークとの接続を視野に、情報セキュリティにも十分配慮

します。

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

１ サービス連携の拡大
官民連携サービスやデータヘルス事業など、民間企業や他団

体とのサービス連携を見据え、セキュアな外部アクセス用イン

ターフェースを準備し、官民共に安全に利用できる通信基盤の

整備を推進します

２ 庁内ネットワークの最適化
デジタル市役所を支える庁内ネットワークの構築にあたって

は、アクティブで多様な働き方を実現する観点から冗長化を図

▶取組の方向性（目標）
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は、アクティブで多様な働き方を実現する観点から冗長化を図

るとともに、閉域モバイル網の構築やＷｉ－Ｆｉ化を推進しま

す。

閉域モバイル網の構築

地域医療ネットワークとの連携

庁内イントラネットの再構築

施策 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP3STEP3STEP1STEP1 STEP2STEP2

STEP1STEP1 STEP3STEP3STEP2STEP2

▲新庁舎

４ヵ年計画

STEP1STEP1 実施設計 STEP2STEP2 部分導入(実証) STEP3STEP3 適⽤範囲拡大

▶施策と実施スケジュール



宇部市デジタル市役所推進基本計画

第４章 デジタル市役所推進基本計画の施策

「いつでも」
「どこでも」「だれとでも」

安⼼安全に働ける
デジタル市役所

範囲

緊急性（適時性）

庁内ポータル

ブログ

庁内SNS

コミュニティ

インスタント
メッセージ メール

グループチャット

Web会議

プレゼンス

IP電話

(広)

(狭)
(小) (大)

“場所中⼼”
広範囲な情報共有

“つながり中⼼”
ネットワーク上での対話

“ひと中⼼”
リアルタイムな対話

テレワーク

チャットボット

庁
舎
外
か
ら
で
も
職
員
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
働
け
る
環
境
へ

インスタント
メッセージ

ペーパレス会議

議事録作成

Internet Internet

▶実現イメージ
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宇部市庁舎内 宇部市庁舎外

LGWAN
－ASP

VDI基盤
V
P
C

V
P
C

論理分離

個⼈番号利⽤系

個⼈番号利⽤
事務系端末

住基ネット

VDI基盤
V
P
C

V
P
C

論理分離

LGWAN接続系
内部情報系

LGWAN
接続系端末

VDI基盤
V
P
C

V
P
C

論理分離

インターネット系

Internet
接続系端末

論理分離

認証基盤

住⺠
タブレット

Internet

LGWAN

Internet

認証基盤

官⺠データ
プラットフォーム

職員
持出端末

関連団体
連携端末

官⺠データ
連携端末

情報通信基盤

× × × 将来拡張

⺠間DC事業者内

モバイル
閉域網

新設・拡充

コミュニケーション
プラットフォーム

コミュニケーション端末
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第５章 計画を推進するＩＴガバナンス

推進体制の確⽴１

本計画の推進にあたっては、情報システム管理部門と関連部局

が連携・協力する体制の構築が必要となります。

このため、「新庁舎建設本部」において事業の進捗を管理し、

事業の評価・見直しを行います。

また、ＡＩやＩｏＴなど、今後ますます進展が見込まれる革新

技術の導入・活用に向け、国の情報化推進アドバイザーや教育機

関、民間企業等で構成する研究機関を設置し、新技術の調査研

究・実証実験を行います。

図 ５-１ 推進体制

新庁舎建設本部
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研究機関

本部⻑
(市⻑)

副本部⻑
(副市⻑)

部会員
(各部局⻑)

ワークスタイル革新部会

各部局

報告

次⻑級

課⻑級 係⻑級

情報化推進アドバイザー

⺠間企業

教育機関

デジタル市役所
推進基本計画

アクションプラン・進捗管理
・評価・⾒直し

・提案
・助⾔
・実証



本市では、これまで「宇部市情報セキュリティポリシー」に基

づき、人的対策、技術的・物理的対策を講じることで、情報セ

キュリティの向上に取り組んできました。

今後、外部ネットワークとの連携や官民共通プラットフォーム

を構築していく上で、情報セキュリティの確保は、これまで以上

に重要な課題となります。

このため、最新の技術的セキュリティ対策を講じるとともに、

引き続き研修会や講習会を開催し、職員のセキュリティ意識の向

上を図ります。

１ 情報セキュリティ対策

第５章 計画を推進するＩＴガバナンス

⼈材育成2

宇部市デジタル市役所推進基本計画

34

ＡＩ等の新技術を組織全体で積極的に活用していくためには、

職員一人ひとりが最新の技術動向を把握し、ＡＩ等を活用した業

務改善や市民サービス改善につながる施策を企画立案できる能力

が必要となります。

このため、情報化推進リーダーを中心とした職員同士での研鑽

や外部研修会等への参加、実証事業などを通じてＩＣＴスキルの

向上を図り、より効率的・効果的なＩＣＴ施策を遂行できる人材

の育成を進めます。

２ ＩＣＴスキル向上



＜付録＞ 期待される効果
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地域活⼒あふれるスマート⾃治体に向けて

本計画で年次的に導入するＩＣＴソリューションについて、そ

の利活用に係る効果を試算します。

なお、効果指標として、実態調査の結果から算出したＡＩ等の

活用により改善対象となる年間処理時間(192,844時間)の削減率を

定量効果の指標とし、処理時間削減に伴う付加価値の向上を定性

効果の指標とします。

表 6-1 改善対象となる業務数・プロセス数・年間処理時間（再掲）

１ 効果測定

業務区分 業務数 プロセス数 年間処理時間 

一定のパターン化が見られ規則性があり、

繰り返しがある業務または処理ミスの発生

リスクがある業務 
599 1,127 89,787 

煩雑な事務処理が多く、担当者のスキルを

要する業務 
559 1,290 72,732 

繁閑の差が大きい業務 254 603 28,165 
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プロセス区分 プロセス数 年間処理時間 

Ａ 定型作業・文書管理・議事録作成 758 57,927 

Ｂ 審査事務・窓口案内 1,292 46,485 

Ｃ 
会議運営・職員コミュニケーション・ 

ワークスタイル 
575 40,438 

Ｄ 
申請届出等に係る受付事務・ 

手数料納付事務 
244 26,132 

Ｅ 庁内外からの問い合せ応対 240 21,862 

 合 計 3,109 192,844 

2018 年 11 月現在  

 

表 6-2 改善対象となるプロセス数・年間処理時間（再掲）

庁内またはネットの情報を入手・選定する

ことで効率化される業務 
47 89 2,160 

合 計 1,459 3,109 192,844 

2018 年 11 月現在 

 



＜付録＞ 期待される効果
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表 6-3 プロセス改善に必要となるＩＣＴソリューションと導入による削減時間

区分 ＩＣＴソリューション プロセス数 年間処理時間 

削減 

見込率 

(％) 
削減見込時間 

Ａ 

ＡＩ・ＲＰＡ 612 47,797 60 28,678 

電子ファイリング 76 5,870 30 1,761 

自動議事録作成 70 4,260 40 1,704 

Ｂ 
電子決裁 1,291 44,080 90 39,672 

案内ロボット 1 2,405 80 1,924 

ＷＥＢ会議 402 36,041 10 3,604 

２ 定量効果

改善対象となる業務プロセスにＩＣＴソリューションを適用し

た場合、１９２,８４４時間のうち、１０８,０６２時間の削減が

見込まれます。（削減率：５６％）

※削減見込率は、本市での実証事業や民間企業での実績をベースに算出。

36

Ｃ フリーアドレス・ 

テレワーク・クラウド 
173 4,397 30 1,319 

Ｄ 
電子サイン 212 16,114 70 11,279 

電子マネー 32 10,018 50 5,009 

Ｅ 
ＦＡＱチャットボット 96 15,609 80 12,487 

市民向けスマホアプリ 144 6,253 10 625 

合 計 3,109 192,844 - 108,062 

  

表 6-4 削減時間の予想推移



宇部市デジタル市役所推進基本計画

申請届出や決裁文書等の電子化に伴い、紙文書量は、２０２１年

度には５,２００ｆｍ、２０２５年度には３,５００ｆｍまで削減

されることが見込まれます。（電子化率・文書削減率：７０％）

紙文書量の削減・電子化は、コスト削減や人的負担の軽減、ス

ペースの有効活用、情報共有の迅速化、業務継続性の確保など、

その効果は多岐にわたります。

また、アクティブで多様なワークスタイルの実現など、働き方

改革にもつながると考えられます。

表 6-5 ⽂書削減と電⼦化

＜付録＞ 期待される効果
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今後、様々な分野でデジタル化が進む中、ＩｏＴにより集積し

たビッグデータをＡＩで解析し、将来の市民ニーズを予測した政

策展開など、データを活用した行政サービス改革の重要性がます

ます高まってきます。

このため、業務の自動化・省力化に伴い、今後、データ分析に

基づく実効性の高い企画立案や市民との直接対話など、市民サー

ビス向上につながる業務に職員を注力することで、ヒューマンリ

ソースを最大限活用した体制の構築が可能となります。

また、時間と場所にとらわれないワークスタイルに変革するこ

とで、職員のストレスが軽減され、業務に対する満足度や意欲が

向上し、新しいサービスやイノベーションの創出につながるなど、

付加価値の向上が期待されます。

３ 定性効果

＜付録＞ 期待される効果

図 6-6 業務効率化による定性効果
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